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1 .  抵抗計の製作

7セグメントLEDのダイナミック点灯33
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　このSTEPでは，3桁の 7セグメントLEDをダイナミック点灯方式で点灯させるためのプログラミングに
ついて説明します．

　LEDを1Hz程度の周波数で点滅させると人の目にはLEDの点滅が認識できますが，たとえば，100Hz程度
で点滅させると，人の目にはLEDが連続して点灯しているように見えます．ダイナミック点灯方式とは，この
ような人の目の性質を利用した点灯方式です．下図はダイナミック点灯の様子を示したものです．この方式に
より，複数桁の7セグメントLEDを少ないポート数で制御することが可能になります．

　抵抗計においては，1msec の一定周期割り込みによりダイナミック点灯制御を実現しています．下図は点灯
制御のタイムチャートです．

ダイナミック点灯方式とは　

プログラムによるダイナミック点灯の実現　

100の桁を1msec間点灯

10の桁を1msec間点灯

1の桁を1msec間点灯
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この制御を繰り返し行うことで，
人の目にはLEDが3桁同時に
点灯しているように見える
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　ダイナミック点灯制御は，1msec の一定周期割り込み処理内で行います．下図は割り込み処理のフロー
チャートです．

　割り込み処理内では割り込み回数をカウントし，そのカウント値により対応するLEDを点灯させます．なお
1msec の一定周期割り込みは，CCPモジュールのコンペア機能により実現しています（コンペア機能による一
定周期割り込みはSTEP55で解説）．

　割り込み回数カウントの下位 2ビットをチェックして，その値により下表のように制御します．

割り込みカウントの下位2ビット 点灯させるLED

00 全消灯

01 LED1
10 LED2
11 LED3

ダイナミック点灯のプログラム　

割り込み回数をカウントする

全消灯

LED1のCOM端子をON．
1の桁のデータをポート
に出力する

LED2のCOM端子をON．
10の桁のデータをポート
に出力する

LED3のCOM端子をON．
100の桁のデータをポート
に出力する

no

yesカウント値の下位
  2ビットは00か？

no

yesカウント値の下位
  2ビットは01か？

no

yesカウント値の下位
  2ビットは10か？

no

yesカウント値の下位
  2ビットは11か？

リターン

割り込み処理
（この割り込みは1msec周期
で発生する）　　　　　　　

各カウント値における処理

カウント値
の判定

c-7

f-25

yoshizawa
mihon





